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　熊本県では、令和3年(2021年)3月に策定した県政運営の
基本方針「新しいくまもと創造に向けた基本方針」及び基本方針
に沿って実施する具体的施策をまとめた「第2期熊本県まち・
ひと・しごと創生総合戦略」に基づき、熊本地震、新型コロナウイ
ルス感染症、令和2年7月豪雨という3つの困難を乗り越え、熊本
の地方創生につなげるため、全力で取り組んでいます。

　このレポートは、総合戦略の進捗状況(主な動きや成果等)を
お伝えするために作成しました。市町村や県民の皆様とともに

「誰一人取り残さないくまもとづくり」に向けて、私が先頭に立っ
て取り組んで参りますので、ご協力をよろしくお願いします。

熊本県知事    蒲 島 郁 夫

第２期熊本県まち・ひと・しごと創生総合戦略とは
●第２期熊本県まち・ひと・しごと創生総合戦略は、まち・ひと・しごと創生法第9条に基づく、熊本県の

まち・ひと・しごと創生に関する施策についての基本的計画として、新型コロナウイルス感染症による
危機を乗り越えるとともに、2つの災害からの創造的復興を熊本の発展につなげ、SDGsの理念に
沿った取組みを進めることにより地方創生を実現するため、今後の目標や施策の基本的方向、「新し
いくまもと創造に向けた基本方針」に沿って実施する具体的施策を取りまとめたものです。(期間：
令和5年度(2023年度)まで)

●第２期熊本県まち・ひと・しごと創生総合戦略では、「令和2年7月豪雨からの創造的復興」「新型コロ
ナウイルス感染症を踏まえた対応」「熊本地震からの創造的復興」「将来に向けた地方創生の取組み」
という４つの柱に沿って施策を展開するとともに、SDGsの理念を全ての取組みの指針と位置づけ、
その理念に沿った取組みを加速することにより、地方創生を推進しています。

●この戦略のもと、「県民総幸福量の最大化」の考え方を継承しながら、誰一人取り残さない持続可能
な「新しいくまもと」を築き、熊本の更なる発展につなげます。

SDGs とは
●SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目

標）は、「誰一人取り残さない」持続可能でよりよい社会を実現するた
めの2030年を期限とする国際目標で、17のゴールと169のターゲッ
ト等から構成されています。

●これまで本県が進めてきた取組み及び目標としている県民総幸福量の最大化は、SDGsに相通じ
るものであり、今後もSDGsを原動力とした地方創生を推進するとともに、民間企業や金融機関等
の多様なステークホルダーと「オール熊本」のSDGs推進体制を構築し、持続可能な社会の実現に
向け取り組んでいきます。

●詳しくはホームページをご覧ください。  熊本県まち・ひと・しごと

球磨川流域における
緑の流域治水の推進 水 俣 病 問 題・
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検索

【取組みの方向性】

感染拡大防止と、大きな打撃を受けた県経済や県民生活の回復との
ベストバランスを図るとともに、社会の変容を好機と捉え、熊本の更なる
発展につなげる。

施策１ 感染症対策の体制強化
施策２ 持続可能な社会の実現
施策３ 持続可能な経済活動の実現

【取組みの方向性】

熊本地震からの創造的復興の総仕上げに向け、残された課題を確実
に解決し、熊本の更なる発展につなげる。

施策１ くらし・生活の再建
施策２ 創造的復興の推進

３ 熊本地震からの創造的復興

２ 新型コロナウイルス感染症を踏まえた対応

【取組みの方向性】

このような情勢下においても着実に進めていく必要のある施策に、優
先順位を見極めながら取り組み、地方創生の実現につなげる。

施策１ 次世代を担う人材の育成
施策２ 若者の地元定着と人材育成
施策３ 安全・安心な社会の実現
施策４ 魅力ある地域づくり

４ 将来に向けた地方創生の取組み

【取組みの方向性】

愛する地域で誰もが安全・安心に住み続けられ、若者が“残り・集う”
持続可能な地域の実現を目指すとともに、県内全域においても災害に
強い郷土づくりに取り組む。

施策１ 被災者・被災地域の１日も早い復旧・復興に向けた取組み
施策２ 県内全域で取り組む災害に強い郷土づくり

１ 令和２年７月豪雨からの創造的復興

・

新しいくまもと創造に向けた基本方針
第２期 熊本県まち・ひと・しごと創生総合戦略 （構成図）
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ＳＤＧｓの
理念に沿った
取組みの推進

【数値目標】
■県民総幸福量を
　70ポイント
■令和5年の社会減を
　1,950人
■令和5年までの4年間の
　出生数を59,710人

基本理念
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令和３年度の主な動き ※5ページから令和2年度の主な成果を掲載しています。

知事による“緑の流域治水”の説明と
住まいの再建に向けた住民の皆様との意見交換 県管理河川の堆積土砂の撤去完了

県民広域接種センター(グランメッセ熊本)
におけるワクチン接種

飲食店の感染防止対策に係る
県認証制度の創設

公共施設への
県産花き装飾展示

東京オリンピック・パラリンピック
期間中 藍色くまモンが
頑張るみなさんを応援

「くまもと再発見の旅」による
県内旅行割引の実施

高齢者施設等における
感染防止対策研修

県立高校における
1人1台端末の整備完了（R3年9月）

東京 2020 オリンピック
聖火リレー県内開催

運転技能自動評価システム
を活用した交通安全教育

九州電力との連携協定で
地球温暖化対策を加速化

山田川(山江村) 完成イメージ

撤去後

撤去前
被災家屋等の公費解体が

ほぼ完了
阿蘇くまもと空港の新ターミナルビル

工事進行中(2023年春開業予定)

「UXプロジェクト」キックオフイベント開催

日本財団の支援による公民館型
「みんなの家」10棟の整備完了

阿蘇神社拝殿の復興に県産木材
(県立阿蘇中央高等学校林材含む)を使用

漫画『ONE PIECE』のナミ像(西原村)と
ロビン像(南阿蘇村)が完成

なりわい再建支援補助金により
復旧が進捗

くま川鉄道の部分運行再開農業機械の復旧による営農再開

３ ４

10年ぶりにFDA
(フジドリーム   
エアラインズ)の
熊本～静岡線

就航

くまモン
インド進出

施策横断的な取組み：ＳＤＧｓ

facebook

熊本県SDGs登録制度にて第1期442　事業者、第2期５７０事業者を登録　
　(写真は第1期登録　の登録証交付式） 

熊本県SDGs公式フェイスブック開設

SDGsの理念を全
ての取組みの指針
と位置づけ地方創
生を推進
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 １　令和２年７月豪雨からの創造的復興

自衛隊協力の大型災害ごみ回収

国道219号啓開完了(球磨村渡)

５ ６

令和2年度の主な成果

被災者・被災地域の１日も早い復旧・復興に向けた取組み施策
1

●災害廃棄物処理では、関係省庁、団体等と連携して、
仮置場の設置・運営、片付けごみ撤去、公費解体な
ど、市町村が行う災害廃棄物処理を支援し、23市町
村のうち21市町村が公費解体を完了。(R3年12月
末時点)

被災したアユ中間育成施設の復旧

肥薩おれんじ鉄道全線運行再開

旅館の再開と「まちあかり」の開催

●再建を目指す全ての農林漁業者の生産基盤の復旧に向け、4,618件の農林漁業用施設・機械の再取得等の支
援や、農地・農業用施設等の復旧工事を完了。(R3年12月時点)

機械の再取得による営農再開

●国道219号の災害復旧活動を支援する啓開ルート※ 
整備がR2年8月に完了し、緊急車両等の通行が可能
となった。

※啓開ルート：緊急車両等の通行のため、最低限の瓦礫処理
や簡易な段差修正等により開かれた救援ルート。

西瀬橋仮橋設置完了(人吉市)

●流失した10橋のうち西瀬橋の仮橋設置により、生
活道路としての機能が回復。

球磨村グラウンド仮設団地(R2年10月完成)

住まいの再建　5つの支援策

●被災者の住まい確保について、発災1週間後には建
設型応急住宅の工事に着手し、今回初めて採用した
ムービングハウスも発災1カ月後には完成。全808
戸の建設型応急住宅を5カ月後の12月には完成さ
せ、賃貸型応急住宅も含め1月末には仮設住宅への
入居を完了。併せて、本県独自の5つの支援策により
再建支援を開始。

●R2年11月1日、会社設立以降最大の被害を乗り越
え、約４カ月ぶりに全線で運行再開。

●人吉温泉の旅館や球磨川下り等の再開を支援。R3年度にリバーアクティビティが順次再開。

夏目友人帳と連携した動画の一場面

●アニメ「夏目友人帳」と連携した人吉・球磨の魅力発
信動画の制作(R3年4月公開)。

相談窓口の開設（中小企業大学校 人吉校ほか）

●なりわい再建支援補助金では、交付決定を行った
374件のうち、271件が復旧を完了。

　(R3年12月時点)

©緑川ゆき・白泉社／「夏目友人帳」製作委員会

主　な　評　価　指　標
戦略策定時
実績値
（R1）

戦略策定時
実績値

(4年累計平均)
R2実績値
（R3評価）

戦略策
定時と
の比較

目標値
（R5） 達成度

被災された方々お一人お一人の意向に
沿った住まいの再建・確保

再建を目指す全ての事業者の事業再開

再建を目指す全ての農林漁業者の生産
基盤の復旧

…R2年度の実績値で達成状況を評価する指標

・「住まいの再建５つの支援策」について
市町村等へ制度周知
・被災者からの補助金交付申請の受付等
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完了

完了

完了

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

リバーアクティビティの一部再開(R3年)

※実績は、取り得る値の最新の数値を記載しています。



 １　令和２年７月豪雨からの創造的復興

自衛隊協力の大型災害ごみ回収

国道219号啓開完了(球磨村渡)

５ ６

令和2年度の主な成果

被災者・被災地域の１日も早い復旧・復興に向けた取組み施策
1

●災害廃棄物処理では、関係省庁、団体等と連携して、
仮置場の設置・運営、片付けごみ撤去、公費解体な
ど、市町村が行う災害廃棄物処理を支援し、23市町
村のうち21市町村が公費解体を完了。(R3年12月
末時点)

被災したアユ中間育成施設の復旧

肥薩おれんじ鉄道全線運行再開

旅館の再開と「まちあかり」の開催

●再建を目指す全ての農林漁業者の生産基盤の復旧に向け、4,618件の農林漁業用施設・機械の再取得等の支
援や、農地・農業用施設等の復旧工事を完了。(R3年12月時点)

機械の再取得による営農再開

●国道219号の災害復旧活動を支援する啓開ルート※ 
整備がR2年8月に完了し、緊急車両等の通行が可能
となった。

※啓開ルート：緊急車両等の通行のため、最低限の瓦礫処理
や簡易な段差修正等により開かれた救援ルート。

西瀬橋仮橋設置完了(人吉市)

●流失した10橋のうち西瀬橋の仮橋設置により、生
活道路としての機能が回復。

球磨村グラウンド仮設団地(R2年10月完成)

住まいの再建　5つの支援策

●被災者の住まい確保について、発災1週間後には建
設型応急住宅の工事に着手し、今回初めて採用した
ムービングハウスも発災1カ月後には完成。全808
戸の建設型応急住宅を5カ月後の12月には完成さ
せ、賃貸型応急住宅も含め1月末には仮設住宅への
入居を完了。併せて、本県独自の5つの支援策により
再建支援を開始。

●R2年11月1日、会社設立以降最大の被害を乗り越
え、約４カ月ぶりに全線で運行再開。

●人吉温泉の旅館や球磨川下り等の再開を支援。R3年度にリバーアクティビティが順次再開。

夏目友人帳と連携した動画の一場面

●アニメ「夏目友人帳」と連携した人吉・球磨の魅力発
信動画の制作(R3年4月公開)。

相談窓口の開設（中小企業大学校 人吉校ほか）

●なりわい再建支援補助金では、交付決定を行った
374件のうち、271件が復旧を完了。

　(R3年12月時点)

©緑川ゆき・白泉社／「夏目友人帳」製作委員会

主　な　評　価　指　標
戦略策定時
実績値
（R1）

戦略策定時
実績値

(4年累計平均)
R2実績値
（R3評価）

戦略策
定時と
の比較

目標値
（R5） 達成度

被災された方々お一人お一人の意向に
沿った住まいの再建・確保

再建を目指す全ての事業者の事業再開

再建を目指す全ての農林漁業者の生産
基盤の復旧

…R2年度の実績値で達成状況を評価する指標

・「住まいの再建５つの支援策」について
市町村等へ制度周知
・被災者からの補助金交付申請の受付等

141

3,666

完了

完了

完了

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

リバーアクティビティの一部再開(R3年)

※実績は、取り得る値の最新の数値を記載しています。



 ２　新型コロナウイルス感染症を踏まえた対応

７ ８

農業基盤整備(八代中央排水機場)

マイタイムライン

県内全域で取り組む災害に強い郷土づくり施策
2

●農業の経営安定や災害防止に重要な役割を果たす
排水機場を県内8地区で整備。

COVID-19検査のための研修

衛生対策を講じた子ども食堂の活動

オンライン移住フェア

集団接種シミュレーション

くまもとメディカルネットワーク
参加者カード

●発熱者等が速やかに診察や検査を受けることができ、入院治療
が必要な方に確実に医療を提供できる体制を構築。また、迅速
かつ円滑なワクチン接種体制を構築。

●子ども食堂の安全・安心
な活動の継続に係る支援
(42箇所)や気軽に相談
できる体制を整備。

●「DXくまもと創生
会議」を設置し、県
内におけるDXの推
進に向けて検討を
開始。

●生活困窮者の自立支援について、市町村設置の自立相談窓口で、9,910件(前年度比241%増)の新規相談に対応。

●多重債務等の課題を抱える方の生活再生支援については、1,019件(前年度比74%増)の新規相談に対応、債務整
理効果は約4.2億円。

●移住相談会に延べ
3,771人が参加。

　また、熊本に縁のあ
る人々によるオンラ
イン交流会を実施。

●「電話で『お金』詐欺」の被害件数
が前年より31件、被害総額が約
8,174万円減少。

●令和2年7月豪雨の教訓を踏まえ、「逃げ遅れゼロ」
の実現に向け、くまモンを随所に活用した「マイタイ
ムライン※」の作成手引き・様式を作成。

※マイタイムライン：自然災害から自身を守るための
防災行動計画。

治山事業による復旧(南阿蘇村)

●県内の127箇所において、山地災害箇所の復旧や
その予防に向けた治山施設の整備を実施。

中九州横断道路 大津熊本道路(合志～熊本)
中心杭打ち式

●九州圏内のリダンダンシー確保に向けて、規格の高
い幹線道路である九州中央自動車道(蘇陽五ヶ瀬道
路)及び中九州横断道路(大津熊本道路(合志～熊
本))の新規事業化が決定。

主　な　評　価　指　標
戦略策定時

実績値
（R1）

戦略策定時
実績値

(4年累計平均)
R2実績値

（R3評価）
戦略策
定時と
の比較

目標値
（R5） 達成度

幹線道路の整備進捗率

土砂災害特別警戒区域からの住宅移転数

県が育成した防災士の資格取得者数

…R2年度の実績値で達成状況を評価する指標   
…戦略策定時からR5年度までの実績値の合計で達成状況を評価する指標   

55.3

31

1,027

66.6%

65件/4年

1,500人

83.0%

47.7%

68.5%

53.9%

62件/4年

1,027人

－

15.5件/年

－

主　な　評　価　指　標
戦略策定時

実績値
（R1）

戦略策定時
実績値

(4年累計平均)
R2実績値

（R3評価）
戦略策
定時と
の比較

目標値
（R5） 達成度

…R2年度の実績値で達成状況を評価する指標   
…戦略策定時からR5年度までの実績値の合計で達成状況を評価する指標   

教室開設数：200ヵ所
食堂稼働数：100ヵ所

前年比減

44市町村
(県)認定

11件
10,000人/4年

－
－
－

－

－
－

刑法犯認知件数

学校情報化認定制度で「先進地域」の認定を受
けた自治体数

RPAやＡＩ等の新たなICTツール等の導入により効率化した県の業務数
県外からの移住者数

教室開設数：165ヵ所
食堂稼働数：73ヵ所

6,498件/年

3市町村 
(県)認定なし

3件
2,074人/年

176
45

5,081

3
認定なし

8
1,620 

主　な　評　価　指　標
戦略策定時

実績値
（R1）

戦略策定時
実績値

(4年累計平均)
R2実績値

（R3評価）
戦略策
定時と
の比較

目標値
（R5） 達成度

くまもとメディカルネットワークに
参加している県民数 51,497 70,000人 73.6%30,864人 －

感染症対策の体制強化施策
1

持続可能な社会の実現施策
2

「電話で『お金』詐欺」被害防止キャンペーン

DXくまもと創生会議

子供の居場所の数
（地域の学習教室及び子ども食堂）

88.0%
45.0%
達成

6.8%
－

72.7%
16.2%

●ICTを活用して治療歴、検査データ等を
共有する「くまもとメディカルネット
ワーク」の構築を推進。新たに103の医
療機関や介護事業所等が加入(累計
680施設)。
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ドローンによる農薬散布

●ドローンによる作業の効率化等、本県における
スマート農林水産業の取組みを推進。

顔認証実証ツアー

●顔認証システムによる阿蘇地区モニターツアー
や、新たな観光需要を創出するためワーケー
ション※の実証事業を実施。

※ワーケーション：「ワーク(仕事)」と「バケーション(休暇)」を組み合わせた造語。観光地やリゾート地といった普段の職場
とは異なる場所で余暇を楽しみつつ仕事を行うこと。

●R2年10月末から「くまモンポート八代」を公園
としてプレオープン。R2年度末までの来園者数
は28,000人超。

くまモン10周年に係る取組み
 (世界的なハイブランドとの商品コラボ)

●くまモンのデビュー10周年を機に、ドイツの
「シュタイフ」や「ライカ」、フランスの「ロクシタ
ン」など世界的なハイブランドとの商品コラボ
が実現。

●オンライン商談会や現地小売店での
フェア実施など関係機関・事業者と連
携した取組みが実を結び、R2年度の
輸出額が過去最高の77億6千万円を
記録。

９ １０

持続可能な経済活動の実現施策
3

熊本UIJターン就職支援センター相談窓口 ㈱湖池屋と益城町との立地協定

●UIJターン就職希望者の就職支援を行い、72人
が就職決定。

●企業立地件数が41件となり、過去2番目の高水
準を記録。

八代港と台湾を結ぶ
国際コンテナ定期航路の就航

●積極的なポートセールスの実施により、県内初
の台湾航路となる八代港と台湾を結ぶ国際定
期コンテナ航路の就航が決定。

●中小企業等に対し、民間金融機関による実質無利子・無担保融資等の創設による累計22,656件、3,183億円
の融資や、商工会議所等の支援機関による延べ1,676事業者に対する経営支援を実施。

●コロナ離職者等に対する再就職支援プログラムを実施し、82人の長期雇用を創出。

●統一ブランド「くまもと黒毛和牛」を発表する
等、県畜産物の需要拡大に向けた取組みを推
進。

新生「くまもと黒毛和牛」発表会

主　な　評　価　指　標
戦略策定時

実績値
（R1）

戦略策定時
実績値

(4年累計平均)
R2実績値

（R3評価）
戦略策
定時と
の比較

目標値
（R5） 達成度

400人/4年

4,000人/年

3兆203億円/年

392億円/年

35件/年

20社/4年

44,000TEU/年

2,847kg/10a/年

86,800ha

65人/年

－

－

－

－

4社/年

－

－

－

－

－

熊本県UIJターン就職支援センター
登録者におけるUIJターン就職者数
農業分野における外国人材(技能実
習生、特定技能外国人材)の受入人数

製造品出荷額

ＩＴ関連産業の売上高

企業立地件数

県の施策を通じて創業・
第二創業を行った企業数

県内港国際コンテナ貨物取扱量

主要な農産物の10a当たりの収量

認定農業者や地域営農組織等へ
集積する農地面積　　　　　　

260人/4年

3,425人/年

2兆8,461億円/年(H30)

369億円/年 (H30)

34件/年

16社/4年

37,163TEU/年

2,792kg/10a/年(H30)

79,296ha

72

3,688

【集計中】

【集計中】

41

6

36,665

2,８３４

82,809 

18.0%

92.2%

－

－

達成

30.0%

83.3%

9９.５%

95.4%

主　な　評　価　指　標
戦略策定時

実績値
（R1）

戦略策定時
実績値

(4年累計平均)
R2実績値

（R3評価）
戦略策
定時と
の比較

目標値
（R5） 達成度

13%

15%

7漁場

80億円/年

50%

800万人/年

100回/年

13,000件/年

－

－

－

－

－

－

－

－

－

ドローンを活用した土地利用型農業防除面積の割合

スマート林業技術等を導入した事業体の割合

スマート養殖業を活用・導入した免許漁場数

農林水産物等の輸出額

中山間農業モデル地区における目標達成率

延べ宿泊者数

クルーズ船寄港数
新たな観光スタイルにつながる着地型・体験型
旅行商品の予約件数　　　　　　　　　　　

5%

－

3漁場

61億円/年

－

763万人/年

19回/年

10,000件/年

9

5

8

77.6

－

473

0

7,747

くまモンポート八代
(くまモン合唱隊と記念撮影する来園者)

…R2年度の実績値で達成状況を評価する指標   
…戦略策定時からR5年度までの実績値の合計で達成状況を評価する指標  

69.2%

33.3%

達成

97.0%

－

59.1%

0%

59.6%

農林水産物等の輸出促進の取組み



ドローンによる農薬散布

●ドローンによる作業の効率化等、本県における
スマート農林水産業の取組みを推進。

顔認証実証ツアー

●顔認証システムによる阿蘇地区モニターツアー
や、新たな観光需要を創出するためワーケー
ション※の実証事業を実施。

※ワーケーション：「ワーク(仕事)」と「バケーション(休暇)」を組み合わせた造語。観光地やリゾート地といった普段の職場
とは異なる場所で余暇を楽しみつつ仕事を行うこと。

●R2年10月末から「くまモンポート八代」を公園
としてプレオープン。R2年度末までの来園者数
は28,000人超。

くまモン10周年に係る取組み
 (世界的なハイブランドとの商品コラボ)

●くまモンのデビュー10周年を機に、ドイツの
「シュタイフ」や「ライカ」、フランスの「ロクシタ
ン」など世界的なハイブランドとの商品コラボ
が実現。

●オンライン商談会や現地小売店での
フェア実施など関係機関・事業者と連
携した取組みが実を結び、R2年度の
輸出額が過去最高の77億6千万円を
記録。

９ １０

持続可能な経済活動の実現施策
3

熊本UIJターン就職支援センター相談窓口 ㈱湖池屋と益城町との立地協定

●UIJターン就職希望者の就職支援を行い、72人
が就職決定。

●企業立地件数が41件となり、過去2番目の高水
準を記録。

八代港と台湾を結ぶ
国際コンテナ定期航路の就航

●積極的なポートセールスの実施により、県内初
の台湾航路となる八代港と台湾を結ぶ国際定
期コンテナ航路の就航が決定。

●中小企業等に対し、民間金融機関による実質無利子・無担保融資等の創設による累計22,656件、3,183億円
の融資や、商工会議所等の支援機関による延べ1,676事業者に対する経営支援を実施。

●コロナ離職者等に対する再就職支援プログラムを実施し、82人の長期雇用を創出。

●統一ブランド「くまもと黒毛和牛」を発表する
等、県畜産物の需要拡大に向けた取組みを推
進。

新生「くまもと黒毛和牛」発表会

主　な　評　価　指　標
戦略策定時

実績値
（R1）

戦略策定時
実績値

(4年累計平均)
R2実績値

（R3評価）
戦略策
定時と
の比較

目標値
（R5） 達成度

400人/4年

4,000人/年

3兆203億円/年

392億円/年

35件/年

20社/4年

44,000TEU/年

2,847kg/10a/年

86,800ha

65人/年

－

－

－

－

4社/年

－

－

－

－

－

熊本県UIJターン就職支援センター
登録者におけるUIJターン就職者数
農業分野における外国人材(技能実
習生、特定技能外国人材)の受入人数

製造品出荷額

ＩＴ関連産業の売上高

企業立地件数

県の施策を通じて創業・
第二創業を行った企業数

県内港国際コンテナ貨物取扱量

主要な農産物の10a当たりの収量

認定農業者や地域営農組織等へ
集積する農地面積　　　　　　

260人/4年

3,425人/年

2兆8,461億円/年(H30)

369億円/年 (H30)

34件/年

16社/4年

37,163TEU/年

2,792kg/10a/年(H30)

79,296ha

72

3,688

【集計中】

【集計中】

41

6

36,665

2,８３４

82,809 

18.0%

92.2%

－

－

達成

30.0%

83.3%

9９.５%

95.4%

主　な　評　価　指　標
戦略策定時

実績値
（R1）

戦略策定時
実績値

(4年累計平均)
R2実績値

（R3評価）
戦略策
定時と
の比較

目標値
（R5） 達成度

13%

15%

7漁場

80億円/年

50%

800万人/年

100回/年

13,000件/年

－

－

－

－

－

－

－

－

－

ドローンを活用した土地利用型農業防除面積の割合

スマート林業技術等を導入した事業体の割合

スマート養殖業を活用・導入した免許漁場数

農林水産物等の輸出額

中山間農業モデル地区における目標達成率

延べ宿泊者数

クルーズ船寄港数
新たな観光スタイルにつながる着地型・体験型
旅行商品の予約件数　　　　　　　　　　　

5%

－

3漁場

61億円/年

－

763万人/年

19回/年

10,000件/年

9

5

8

77.6

－

473

0

7,747

くまモンポート八代
(くまモン合唱隊と記念撮影する来園者)

…R2年度の実績値で達成状況を評価する指標   
…戦略策定時からR5年度までの実績値の合計で達成状況を評価する指標  

69.2%

33.3%

達成

97.0%

－

59.1%

0%

59.6%

農林水産物等の輸出促進の取組み



 ３　熊本地震からの創造的復興  4　将来に向けた地方創生の取組み

対面・オンライン形式
企業説明会

介護ロボット活用の様子

くらし・生活の再建施策
1

次世代を担う人材の育成施策
1

若者の地元定着と人材育成施策
２

創造的復興の推進施策
２

●地域支え合いセンターの運営支援
や、地域の縁がわ団体への補助率嵩
上げ等の支援を行い、被災者の見守
りやコミュニティづくりを推進。

●児童生徒1人1台端末整備に向けて、県立学校に
おける先行実践校18校等へ端末約1万台を整
備、市町村立学校及び私立学校の整備を支援。

●ブライト企業等と高校生・大
学生等を対象とした企業説明
会(対面、オンライン形式)を5
回実施し、延べ179社、786人
が参加。

●建設分野では、高校生を対象
としたガイダンスや現場実習
支援を実施。

●新規就農支援センターで887件の就農相談
に対応したほか、企業の農業参入や、果樹園
での経営承継に向けた取組みを推進。

●企業と連携した奨学金返還等サポート制度
を推進し、R3年度就職者を対象とした参加
企業が85社(R2年度：57社)に増加、就職予
定者の登録も前年度から倍増。

●世界チャレンジ支援基金を活用し、高校生
40人の海外大学オンライン講義受講等を
支援。

●入所施設等115事業所への介護ロボット等導入
支援により、介護職員の負担を軽減。

●医学生・看護学生計207人への修学資金の貸与
(再就職支援含む)や、医師不足の医療機関への医
師派遣(27人)。

●益城町の土地区画整理事業では、R2年度
内に31画地の引き渡しが完了。県道熊本
高森線4車線化については、R2年度内に
延べ1,027mの歩道が完成。

●熊本市と連携し、熊本城の復
旧に取り組み、R2年6月1日
の特別見学通路の開通や、Ｒ3
年3月末の天守閣の完全復旧
を実現。

●震災遺構(被災した校舎等)を
8月から一般公開し、R3年3月
までに15,000人を超える見学
者が来訪。

●JR豊肥本線や国道57号、国道325号
阿蘇大橋ルートが開通。

●UXプロジェクトのキックオフ宣言をR2
年10月に実施し、基本構想策定に向け
た取組みを進めた。(R3年4月策定)

●グループ補助金の活用により再建を目指す事業者のうち、99.8%
(R3年12月時点)の復旧が完了。

●県独自の「6つの支援策」により、熊本地震におけるピーク時(H29
年5月)の被災者47,800人のうち、約99％に当たる47,665人(R3
年12月末時点)の方が住まいを再建。

１１ １２

「UXプロジェクト」ロゴマーク

主　な　評　価　指　標
戦略策定時

実績値
（R1）

戦略策定時
実績値

(4年累計平均)
R2実績値

（R3評価）
戦略策
定時と
の比較

目標値
（R5） 達成度

益城町市街地部の人口回復率

熊本と阿蘇の交通量の回復状況
空港周辺における新産業振興策(ＵＸプロジェ
クト)の取組みに係る企業・団体等の参画数

…R2年度の実績値で達成状況を評価する指標   
…戦略策定時からR5年度までの実績値の合計で達成状況を評価する指標   

35

37,800

12 

50%

39,400台/日

40企業・団体等/4年

70.0%

95.9%

30.0%

19%

32,700台/日

－

－

－

－

新阿蘇大橋の開通

県道熊本高森線：
完成した歩道を歩く小学生たち

震災ミュージアム中核拠点内の
震災遺構の保存・公開

復旧した熊本城天守閣
(熊本市提供)

くまもと農業経営継承
支援センター開所式

高校生の海外大学オンライン講座

主　な　評　価　指　標
戦略策定時

実績値
（R1）

戦略策定時
実績値

(4年累計平均)
R2実績値

（R3評価）
戦略策
定時と
の比較

目標値
（R5） 達成度

65.0%
3,600人/4年

690人/年
36,900人
33,878人

50.0%
180人/年

－
809.75人/年

－
－
－
－
－

－

－

新規学卒就職者(県内高校)の県内就職率
ブライト企業に就職した新卒学生数
農林水産業の新規就業者数
看護職員数
介護職員数
介護ロボット・ICT機器を導入している入所施設の割合
新規学卒就職者(県内中学・高校)の県内建設業就業者数

61.3%
3,239人/4年

527人/年(H30)
34,248人(H30)
30,859人(H30)

21.9%
178人/年

62.9
1,807

【集計中】
35,070

【集計中】
30.4
181 

…R2年度の実績値で達成状況を評価する指標   
…戦略策定時からR5年度までの実績値の合計で達成状況を評価する指標  

96.8%
50.2%

－
95.0%

－
60.8%
達成

主　な　評　価　指　標
戦略策定時

実績値
（R1）

戦略策定時
実績値

(4年累計平均)
R2実績値

（R3評価）
戦略策
定時と
の比較

目標値
（R5） 達成度

全て
中3：40.0%
高3：45.0%

－
－
－

－全国学力・学習状況調査で全国平均を上回った項目数
生徒の英語力     中3：英検３級相当取得率
　                   高３：英検準２級相当取得率

5項目中1項目
中3：27.1%
高3：32.9%

【中止】
26.3
34.4

－
65.8%
76.4%

健軍商店街における商業施設の復旧状況

１２

県立高校における端末を活用した授業

地域の縁がわでのサロン活動

※実績は、取り得る値の最新の数値を記載しています。

●阿蘇の広域的な景観保全のため、阿蘇世界文化遺産登録推進協議会内に「景観保全部会」を設置するとともに、学
術委員会や専門部会において、R1年度に提出した世界遺産暫定一覧表に係る提案書のブラッシュアップに着手。



 ３　熊本地震からの創造的復興  4　将来に向けた地方創生の取組み

対面・オンライン形式
企業説明会

介護ロボット活用の様子

くらし・生活の再建施策
1

次世代を担う人材の育成施策
1

若者の地元定着と人材育成施策
２

創造的復興の推進施策
２

●地域支え合いセンターの運営支援
や、地域の縁がわ団体への補助率嵩
上げ等の支援を行い、被災者の見守
りやコミュニティづくりを推進。

●児童生徒1人1台端末整備に向けて、県立学校に
おける先行実践校18校等へ端末約1万台を整
備、市町村立学校及び私立学校の整備を支援。

●ブライト企業等と高校生・大
学生等を対象とした企業説明
会(対面、オンライン形式)を5
回実施し、延べ179社、786人
が参加。

●建設分野では、高校生を対象
としたガイダンスや現場実習
支援を実施。

●新規就農支援センターで887件の就農相談
に対応したほか、企業の農業参入や、果樹園
での経営承継に向けた取組みを推進。

●企業と連携した奨学金返還等サポート制度
を推進し、R3年度就職者を対象とした参加
企業が85社(R2年度：57社)に増加、就職予
定者の登録も前年度から倍増。

●世界チャレンジ支援基金を活用し、高校生
40人の海外大学オンライン講義受講等を
支援。

●入所施設等115事業所への介護ロボット等導入
支援により、介護職員の負担を軽減。

●医学生・看護学生計207人への修学資金の貸与
(再就職支援含む)や、医師不足の医療機関への医
師派遣(27人)。

●益城町の土地区画整理事業では、R2年度
内に31画地の引き渡しが完了。県道熊本
高森線4車線化については、R2年度内に
延べ1,027mの歩道が完成。

●熊本市と連携し、熊本城の復
旧に取り組み、R2年6月1日
の特別見学通路の開通や、Ｒ3
年3月末の天守閣の完全復旧
を実現。

●震災遺構(被災した校舎等)を
8月から一般公開し、R3年3月
までに15,000人を超える見学
者が来訪。

●JR豊肥本線や国道57号、国道325号
阿蘇大橋ルートが開通。

●UXプロジェクトのキックオフ宣言をR2
年10月に実施し、基本構想策定に向け
た取組みを進めた。(R3年4月策定)

●グループ補助金の活用により再建を目指す事業者のうち、99.8%
(R3年12月時点)の復旧が完了。

●県独自の「6つの支援策」により、熊本地震におけるピーク時(H29
年5月)の被災者47,800人のうち、約99％に当たる47,665人(R3
年12月末時点)の方が住まいを再建。
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「UXプロジェクト」ロゴマーク

主　な　評　価　指　標
戦略策定時

実績値
（R1）

戦略策定時
実績値

(4年累計平均)
R2実績値

（R3評価）
戦略策
定時と
の比較

目標値
（R5） 達成度

益城町市街地部の人口回復率

熊本と阿蘇の交通量の回復状況
空港周辺における新産業振興策(ＵＸプロジェ
クト)の取組みに係る企業・団体等の参画数

…R2年度の実績値で達成状況を評価する指標   
…戦略策定時からR5年度までの実績値の合計で達成状況を評価する指標   

35

37,800

12 

50%

39,400台/日

40企業・団体等/4年

70.0%

95.9%

30.0%

19%

32,700台/日

－

－

－

－

新阿蘇大橋の開通

県道熊本高森線：
完成した歩道を歩く小学生たち

震災ミュージアム中核拠点内の
震災遺構の保存・公開

復旧した熊本城天守閣
(熊本市提供)

くまもと農業経営継承
支援センター開所式

高校生の海外大学オンライン講座

主　な　評　価　指　標
戦略策定時

実績値
（R1）

戦略策定時
実績値

(4年累計平均)
R2実績値

（R3評価）
戦略策
定時と
の比較

目標値
（R5） 達成度

65.0%
3,600人/4年

690人/年
36,900人
33,878人

50.0%
180人/年

－
809.75人/年

－
－
－
－
－

－

－

新規学卒就職者(県内高校)の県内就職率
ブライト企業に就職した新卒学生数
農林水産業の新規就業者数
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介護職員数
介護ロボット・ICT機器を導入している入所施設の割合
新規学卒就職者(県内中学・高校)の県内建設業就業者数

61.3%
3,239人/4年

527人/年(H30)
34,248人(H30)
30,859人(H30)

21.9%
178人/年

62.9
1,807

【集計中】
35,070

【集計中】
30.4
181 

…R2年度の実績値で達成状況を評価する指標   
…戦略策定時からR5年度までの実績値の合計で達成状況を評価する指標  

96.8%
50.2%

－
95.0%

－
60.8%
達成

主　な　評　価　指　標
戦略策定時

実績値
（R1）

戦略策定時
実績値

(4年累計平均)
R2実績値

（R3評価）
戦略策
定時と
の比較

目標値
（R5） 達成度

全て
中3：40.0%
高3：45.0%

－
－
－

－全国学力・学習状況調査で全国平均を上回った項目数
生徒の英語力     中3：英検３級相当取得率
　                   高３：英検準２級相当取得率

5項目中1項目
中3：27.1%
高3：32.9%

【中止】
26.3
34.4

－
65.8%
76.4%

健軍商店街における商業施設の復旧状況

１２

県立高校における端末を活用した授業

地域の縁がわでのサロン活動

※実績は、取り得る値の最新の数値を記載しています。

●阿蘇の広域的な景観保全のため、阿蘇世界文化遺産登録推進協議会内に「景観保全部会」を設置するとともに、学
術委員会や専門部会において、R1年度に提出した世界遺産暫定一覧表に係る提案書のブラッシュアップに着手。



●社員の仕事や結婚、子育て等を応援する「よか
ボス企業」の取組みにより(R2年度199件増)、
子供を安心して産み、育てられる環境整備を推
進。

●認知症サポーター養成数が37万人を突破し、人
口比で12年連続日本一を達成。

１３ １４
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●障がい者の就労については、就労相談支援によ
り239人が一般事業所に就職するとともに、農
福連携の推進により、JA選果場、農業法人との
マッチングが実現。

●児童家庭支援センターを3ヵ所新設し、市町村との連携を強化するとともに、児童相談所毎に里親のリク
ルート等を行うフォスタリング機関を2ヵ所設置し、里親制度の周知を行うなど、子供を社会で守り育てる体
制を整備。

●道路標識標示や信号機等の整備を推進するとと
もに、歩行者優先対策、通学路点検等の交通事故
防止対策等を実施し、交通事故発生件数がR1年
より952件減少、負傷者数が1,105人減少、死者
数が23人減少。

●県内におけるSDGsの普
及啓発を促進し、認知・気
運を高め、持続可能な社
会の実現に寄与するため、
㈱ 熊 本 県 民 テレビ と
「SDGsの普及啓発に関
する連携協定」を締結。

●SDGsの裾野を広げるとともに、取り組
む企業等を見える化し、官民連携による
地域の自律的好循環の形成につなげ、地
方創生を推進するため、令和3年1月に
「熊本県SDGs登録制度」を創設。

●熊本都市圏と県内主要都市を結ぶ
「90分構想」の達成に向けて、天草
地域における本渡道路の橋梁工事
や大矢野道路の測量調査を実施。

水田湛水事業(大津町)
熊本県芸術文化祭

●豊かな地下水を守るため、大津町で水
田湛水地区を増やすとともに、事業費
確保のため、地下水採取事業所を戸別
訪問し、約43%の事業者からの協力
を獲得。

●県内バス交通について、県内バス事業者5社による共同経営への移行を支援し、全国で初めて国の認可を取得。

●五木村振興交付金の活用等により、村の観光・物産振興や移住・定住等を支援した結果、宿泊者数が前年比約1.3
倍(3,168人)、移住者数が過去最高(18人)を記録。

●鳥獣被害対策では、地域で被害防止に取り組む21地区を支援したほか、県南農業高校2校で狩猟・鳥獣被害講座を
開催するなどし、高校教師1名、高校生12名が狩猟免許を取得。

●火の国サラマンダーズと地域
活性化連携協定を締結し、プ
ロスポーツチームとの連携
体制を強化。

●くまもと復興国際音楽祭(序章)や、熊本
県芸術文化祭を動画配信形式により実
施し、コロナ禍においても文化・芸術の
振興を推進。

●地球温暖化対策の普及啓発や、CO₂ゼロアイデアコンテスト、農業団
体等と連携した廃プラスチック類の流出防止など、環境に配慮した
取組みを実施。

農福連携による
サラ玉苗の定植作業

県警ひまわり隊による
交通安全教育の活動状況

安全・安心な社会の実現施策
3

主　な　評　価　指　標
戦略策定時

実績値
（R1）

戦略策定時
実績値

(4年累計平均)
R2実績値

（R3評価）
戦略策
定時と
の比較

目標値
（R5） 達成度

120件/4年

45市町村

10団体

24件/年

－

－

県による新たな地域資源の掘り起こしや市町村等と
協働して行う地域づくりの取組件数　　　　　　　
プラスチックごみ分別回収(容器包装リサイクル法対象)
に取り組む市町村数　　　　　　　　　　　　　　
県内企業・団体等の「再エネ100宣言 RE Action」
参加数　　　　　　　　　　　　　　　

96件/4年

39市町村

－

31

39

1

…R2年度の実績値で達成状況を評価する指標   
…戦略策定時からR5年度までの実績値の合計で達成状況を評価する指標  

25.8%

86.7%

10.0%

主　な　評　価　指　標
戦略策定時

実績値
（R1）

戦略策定時
実績値

(4年累計平均)
R2実績値

（R3評価）
戦略策
定時と
の比較

目標値
（R5） 達成度

45市町村

0人

348世帯

6,300歩

50件

前年比減

－

－

－

－

－

－

「結婚支援」、「一般不妊治療助成」、「早産予防対策事業」の全てに取り組む市町村数

保育所等利用待機児童数

登録里親数

くまもとスマートライフアプリ登録者の平均歩数

農福連携コーディネート事業での契約件数

交通事故死傷者数

31市町村

178人

214世帯

5,300歩

11件

5,161人/年

34

70

232

5,600

46

4,033

…R2年度の実績値で達成状況を評価する指標

75.56%

▲108人

66.7%

88.9%

92.0%

達成

海洋プラスチックごみ
削減啓発

火の国サラマンダーズ
との連携協定

施策横断的な取組み：ＳＤＧｓ

㈱熊本県民テレビとの連携協定登録事業者が使用できるロゴマーク
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ボス企業」の取組みにより(R2年度199件増)、
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令和２年度の戦略の推進状況について

15 16

重要業績評価指標の動向（まとめ）
～51の重要業績評価指標の戦略策定時と評価時の比較～

データ
Ⅰ

※令和4年2月末時点で実績が把握できたもの

　51の重要業績評価指標の動向(戦略策定時と評価時との比較)を見ると、全体では33指標が
上向き、5指標が横ばい、5指標が下向きとなりました。
　また、5指標が目標値を達成しました。

県民総幸福量（ＡＫH：Aggregate Kumamoto Happiness）データ
Ⅲ

●蒲島県政の基本理念である「県民総幸福量の最大化」の考え方を県民と共有し、効果的な施策
　につなげるため、県民幸福量を測る総合指標として“県民総幸福量（ＡＫＨ：Aggregate
　Kumamoto 　Happiness）”を作成しています。

●幸福の要因を「夢を持っている」「誇りがある」「経済的な安定」「将来に不安がない」の
　４つに分類し、その要因ごとの「満足度」やどの程度それを重視するかという「ウエイト」
　を県民アンケートにより測定し、それぞれ掛け合わせて合計する仕組みです。

県民アンケート結果
～「新しいくまもと創造に向けた基本方針」及び「第2期熊本県まち・ひと・しごと創生
   総合戦略」に関する意識調査の結果～

データ
Ⅱ

　令和3年6月に県内在住の満20歳以上の男女1,500人を対象に実施した県民アンケートにお
いて、「基本理念の実現に向けた施策を展開出来ていると思うか」の問いに対する回答の結果は
次のとおりでした。

取組みの方向性 指標数
上向き 横ばい 下向き 未集計

他
－

目標値
達 成

全　体 51

6

23

3

18

1

33
(65％)

4
(66％)

1
(17％)

1
(17％)

0
(0％)

0
(0％)

0
(0％)

2
(11％)

0
(0％)

3
(17％)

0
(0％)

1
(100％)

3
(13％)

3
(13％)

5
(22％)

0
(0％)

0
(0％)

0
(0％)

13
(56％)

3
(100％)

13
(72％)

0
(0％)

2
(9％)

0
(0％)

2
(11％)

0
(0％)

5
(10％)

5
(10％)

8
(15％)

5
(10％)

「１ 令和２年７月豪雨からの創造的復興」
について

「２ 新型コロナウイルス感染症を踏まえた対応」
について

「３ 熊本地震からの創造的復興」について 「４ 将来に向けた地方創生の取組み」について

73.4

74.5

73.2 73.5 73.4 73.6
73.2

73.9

72

73

74

75

76

県民アンケート「県民生活や県の取組みに関する意識調査」に基づくＡＫＨ(Ｒ３)の算出

【調査概要】
　◇対　象：県内在住の20歳以上の男女3,500人（無作為抽出）
　　　　　　　※R1も同様に3,500人を対象に実施
　◇期　間：令和3年6月7日～6月21日　　　 ※R1は6月5日～6月19日に実施
　◇回収数：1,820件（回収率：52.0％）　　　※R1は1,573件（回収率：44.9％）
　◇設　問：現在の幸せについて5段階※で回答
　　　　　※感じている、やや感じている、どちらでもない、どちらかと言えば感じていない、感じていない

〔ＡＫＨの計算式と算出結果〕

〔ＡＫＨの構成〕

ＡＫＨ＝64.4079※＋「幸せを感じている」割合(35.4%)×0.1405※

　 　　　      　　 　 －｢幸せを感じていない｣割合(3.6%)×0.2642※ ＝ 68.4

※過去７回の調査結果から得られた係数

（参考）直観的な幸福度の推移

82.4% 6.2%

3.6%

1 令和２年７月豪雨からの創造的
　復興

2 新型コロナウイルス感染症を
   踏まえた対応

3 熊本地震からの創造的復興

4 将来に向けた地方創生の取組み

施策横断的な取組み

0％

R3 ４６．２ ３６．２ １１．４ １．７

４．５

２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％ 0％

R3 44.8 ３０．７ １2.7 9.5 2.3

２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

0％

R3 ５０．４ 25.5 １４．８ 7.3 2.0

２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％0％

R3 ４７．５ ３６．３ １２．６ ０．９

２．７

２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

83.8% 75.9% 9.3%

75.5% 11.8%

そう思う　　　どちらかといえばそう思う　　　どちらでもない　　　どちらかといえばそう思わない　　　そう思わない H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3H24
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重要業績評価指標の動向（まとめ）
～51の重要業績評価指標の戦略策定時と評価時の比較～

データ
Ⅰ
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県民アンケート「県民生活や県の取組みに関する意識調査」に基づくＡＫＨ(Ｒ３)の算出

【調査概要】
　◇対　象：県内在住の20歳以上の男女3,500人（無作為抽出）
　　　　　　　※R1も同様に3,500人を対象に実施
　◇期　間：令和3年6月7日～6月21日　　　 ※R1は6月5日～6月19日に実施
　◇回収数：1,820件（回収率：52.0％）　　　※R1は1,573件（回収率：44.9％）
　◇設　問：現在の幸せについて5段階※で回答
　　　　　※感じている、やや感じている、どちらでもない、どちらかと言えば感じていない、感じていない

〔ＡＫＨの計算式と算出結果〕

〔ＡＫＨの構成〕

ＡＫＨ＝64.4079※＋「幸せを感じている」割合(35.4%)×0.1405※

　 　　　      　　 　 －｢幸せを感じていない｣割合(3.6%)×0.2642※ ＝ 68.4

※過去７回の調査結果から得られた係数

（参考）直観的な幸福度の推移

82.4% 6.2%

3.6%

1 令和２年７月豪雨からの創造的
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2 新型コロナウイルス感染症を
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3 熊本地震からの創造的復興

4 将来に向けた地方創生の取組み
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柱 施策 主　な　評　価　指　標
戦略策定時

実績値
（R1）

戦略策定時
実績値

(4年累計平均)
R2実績値

（R3評価）
戦略策
定時と
の比較

目標値
（R5） 達成度

被災された方々お一人お一人の意向に
沿った住まいの再建・確保 － －

・「住まいの再建５つ
の支援策」について
市町村等へ制度周知
・被災者からの補助
金交付申請の受付
等

－ 完了 －

再建を目指す全ての事業者の事業再開 － － 141 ⇗ 完了 －

再建を目指す全ての農林漁業者の
生産基盤の復旧 － － 3,666 ⇗ 完了 －

幹線道路の整備進捗率 53.9% － 55.3 ⇗ 66.6% 83.0%

土砂災害特別警戒区域からの住宅移転数 62件/4年 15.5件/年 31 ⇗ 65件/4年 47.7%

県が育成した防災士の資格取得者数 1,027人 － 1,027 ⇗

⇗

⇗

1,500人 68.5%

感染症対策の
体制強化

くまもとメディカルネットワークに参加し
ている県民数 30,864人 － 51,497 ⇗ 70,000人 73.6%

教室開設数：
165ヵ所 － 176 教室開設数：

200ヵ所 88.0%

食堂稼働数：
73ヵ所 － 45 食堂稼働数：

100ヵ所 45.0%

刑法犯認知件数 6,498件/年 － 5,081 ⇗ 前年比減 達成

学校情報化認定制度で「先進地域」の認定
を受けた自治体数

3市町村
(県)認定なし － 3

認定なし
44市町村
(県)認定

6.8%
－

RPAやＡＩ等の新たなICTツール等の導入に
より効率化した県の業務数 3件 － 8 ⇗ 11件 72.7%

県外からの移住者数 2,074人/年 － 1,620 ⇘ 10,000人/4年 16.2%

熊本県UIJターン就職支援センター登録者に
おけるUIJターン就職者数 260人/4年 65人/年 72 ⇗ 400人/4年 18.0%

農業分野における外国人材(技能実習生、
特定技能外国人材)の受入人数 3,425人/年 － 3,688 ⇗ 4,000人/年 92.2%

製造品出荷額 2兆8,461億円/年
(H30) － 【集計中】 － 3兆203億円/年 －

ＩＴ関連産業の売上高 369億円/年
(H30) － 【集計中】 － 392億円/年 －

企業立地件数 34件/年 － 41 ⇗ 35件/年 達成

県の施策を通じて創業・第二創業を行った
企業数 16社/4年 4社/年 6 ⇗ 20社/4年 30.0%

県内港国際コンテナ貨物取扱量 37,163TEU/年 － 36,665 ⇘ 44,000TEU/年 83.3%

主要な農産物の10a当たりの収量 2,792kg/10a/年
(H30) － 2,834 2,847kg/10a/年

認定農業者や地域営農組織等へ集積する
農地面積 79,296ha － 82,809 ⇗

⇗

86,800ha 95.4%

99.5%

ドローンを活用した土地利用型農業防除
面積の割合 5% － 9 ⇗ 13% 69.2%

スマート林業技術等を導入した事業体の割合 － － 5 ⇗ 15% 33.3%

スマート養殖業を活用・導入した免許漁場数 3漁場 － 8 ⇗ 7漁場 達成

農林水産物等の輸出額 61億円/年 － 77.6 ⇗ 80億円/年 97.0%

令
和
２
年
７
月
豪
雨
か
ら
の
創
造
的
復
興

被災者・被災地
域の1日も早い
復旧・復興に向
けた取組み

県内全域で取り
組む災害に強い
郷土づくり

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
踏
ま
え
た
対
応

持続可能な社会
の実現

持続可能な経済
活動の実現

子供の居場所の数
（地域の学習教室及び子ども食堂）

重要業績評価指標（ＫＰＩ）一覧

柱 施策 主　な　評　価　指　標
戦略策定時

実績値
（R1）

戦略策定時
実績値

(4年累計平均)
R2実績値

（R3評価）
戦略策
定時と
の比較

目標値
（R5） 達成度

中山間農業モデル地区における目標達成率 － － － － 50% －

延べ宿泊者数 763万人/年 － 473 ⇘ 800万人/年 59.1%

クルーズ船寄港数 19回/年 － 0 ⇘ 100回/年 0%

新たな観光スタイルにつながる着地型・体験
型旅行商品の予約件数 10,000件/年 － 7,747 ⇘ 13,000件/年 59.6%

益城町市街地部の人口回復率 19% － 35 ⇗ 50% 70.0%

熊本と阿蘇の交通量の回復状況 32,700台/日 － 37,800 ⇗ 39,400台/日 95.9%

空港周辺における新産業振興策(ＵＸプロジェ
クト)の取組みに係る企業・団体等の参画数 － － 12 ⇗

40企業・団体等
/4年 30.0%

全国学力・学習状況調査で全国平均を上回っ
た項目数 5項目中1項目 － 【中止】 － 全て －

中3：27.1% － 26.3 中3：40.0% 65.8%

高3：32.9% － 34.4 高3：45.0% 76.4%

新規学卒就職者(県内高校)の県内就職率 61.3% － 62.9 ⇗ 65.0% 96.8%

ブライト企業に就職した新卒学生数 3,239人/4年 809.75人/年 1,807 ⇗ 3,600人/4年 50.2%

農林水産業の新規就業者数
527人/年

(H30) － 【集計中】 － 690人/年 －

看護職員数 34,248人
(H30) － 35,070 ⇗ 36,900人 95.0%

介護職員数 30,859人
(H30) － 【集計中】 － 33,878人 －

介護ロボット・ICT機器を導入している入所
施設の割合 21.9% － 30.4 ⇗ 50.0% 60.8%

新規学卒就職者(県内中学・高校)の県内建設
業就業者数 178人/年 － 181 ⇗ 180人/年 達成

「結婚支援」、「一般不妊治療助成」、「早産予
防対策事業」の全てに取り組む市町村数 31市町村 － 34 ⇗ 45市町村 75.56%

保育所等利用待機児童数 178人 － 70 ⇗ 0人 ▲108人

登録里親数 214世帯 － 232 ⇗ 348世帯 66.7%

くまもとスマートライフアプリ登録者の
平均歩数 5,300歩 － 5,600 ⇗ 6,300歩 88.9%

農福連携コーディネート事業での契約件数 11件 － 46 ⇗ 50件 92.0%

交通事故死傷者数 5,161人/年 － 4,033 ⇗ 前年比減 達成

県による新たな地域資源の掘り起こしや市町
村等と協働して行う地域づくりの取組件数 96件/4年 24件/年 31 ⇗ 120件/4年 25.8%

プラスチックごみ分別回収(容器包装リサイ
クル法対象)に取り組む市町村数 39市町村 － 39 45市町村 86.7%

県内企業・団体等の「再エネ100宣言 RE
Action」参加数 － － 1 ⇗ 10団体 10.0%

SDGs登録制度における登録事業者数 － － － － 300件 －

魅力ある地域づ
くり

将
来
に
向
け
た
地
方
創
生
の
取
組
み

生徒の英語力
　 中３：英検３級相当取得率
　 高３：英検準２級相当取得率

⇗

⇗

熊
本
地
震
か
ら
の

創
造
的
復
興

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

を
踏
ま
え
た
対
応

持続可能な経済
活動の実現

創造的復興の
推進

次世代を担う
人材の育成

若者の地元定着
と人材育成

安全・安心な
社会の実現

…R2年度の実績値で達成状況を評価する指標   
…戦略策定時からR5年度までの実績値の合計で達成状況を評価する指標

施策横断的な取組み
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実績値
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定時と
の比較
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（R5） 達成度

被災された方々お一人お一人の意向に
沿った住まいの再建・確保 － －

・「住まいの再建５つ
の支援策」について
市町村等へ制度周知
・被災者からの補助
金交付申請の受付
等

－ 完了 －

再建を目指す全ての事業者の事業再開 － － 141 ⇗ 完了 －

再建を目指す全ての農林漁業者の
生産基盤の復旧 － － 3,666 ⇗ 完了 －

幹線道路の整備進捗率 53.9% － 55.3 ⇗ 66.6% 83.0%

土砂災害特別警戒区域からの住宅移転数 62件/4年 15.5件/年 31 ⇗ 65件/4年 47.7%

県が育成した防災士の資格取得者数 1,027人 － 1,027 ⇗

⇗

⇗

1,500人 68.5%

感染症対策の
体制強化

くまもとメディカルネットワークに参加し
ている県民数 30,864人 － 51,497 ⇗ 70,000人 73.6%

教室開設数：
165ヵ所 － 176 教室開設数：

200ヵ所 88.0%

食堂稼働数：
73ヵ所 － 45 食堂稼働数：

100ヵ所 45.0%

刑法犯認知件数 6,498件/年 － 5,081 ⇗ 前年比減 達成

学校情報化認定制度で「先進地域」の認定
を受けた自治体数

3市町村
(県)認定なし － 3

認定なし
44市町村
(県)認定

6.8%
－

RPAやＡＩ等の新たなICTツール等の導入に
より効率化した県の業務数 3件 － 8 ⇗ 11件 72.7%

県外からの移住者数 2,074人/年 － 1,620 ⇘ 10,000人/4年 16.2%

熊本県UIJターン就職支援センター登録者に
おけるUIJターン就職者数 260人/4年 65人/年 72 ⇗ 400人/4年 18.0%

農業分野における外国人材(技能実習生、
特定技能外国人材)の受入人数 3,425人/年 － 3,688 ⇗ 4,000人/年 92.2%

製造品出荷額 2兆8,461億円/年
(H30) － 【集計中】 － 3兆203億円/年 －

ＩＴ関連産業の売上高 369億円/年
(H30) － 【集計中】 － 392億円/年 －

企業立地件数 34件/年 － 41 ⇗ 35件/年 達成

県の施策を通じて創業・第二創業を行った
企業数 16社/4年 4社/年 6 ⇗ 20社/4年 30.0%

県内港国際コンテナ貨物取扱量 37,163TEU/年 － 36,665 ⇘ 44,000TEU/年 83.3%

主要な農産物の10a当たりの収量 2,792kg/10a/年
(H30) － 2,834 2,847kg/10a/年

認定農業者や地域営農組織等へ集積する
農地面積 79,296ha － 82,809 ⇗

⇗

86,800ha 95.4%

99.5%

ドローンを活用した土地利用型農業防除
面積の割合 5% － 9 ⇗ 13% 69.2%

スマート林業技術等を導入した事業体の割合 － － 5 ⇗ 15% 33.3%

スマート養殖業を活用・導入した免許漁場数 3漁場 － 8 ⇗ 7漁場 達成

農林水産物等の輸出額 61億円/年 － 77.6 ⇗ 80億円/年 97.0%
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被災者・被災地
域の1日も早い
復旧・復興に向
けた取組み

県内全域で取り
組む災害に強い
郷土づくり
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持続可能な社会
の実現

持続可能な経済
活動の実現

子供の居場所の数
（地域の学習教室及び子ども食堂）

重要業績評価指標（ＫＰＩ）一覧

柱 施策 主　な　評　価　指　標
戦略策定時

実績値
（R1）

戦略策定時
実績値

(4年累計平均)
R2実績値

（R3評価）
戦略策
定時と
の比較

目標値
（R5） 達成度

中山間農業モデル地区における目標達成率 － － － － 50% －

延べ宿泊者数 763万人/年 － 473 ⇘ 800万人/年 59.1%

クルーズ船寄港数 19回/年 － 0 ⇘ 100回/年 0%

新たな観光スタイルにつながる着地型・体験
型旅行商品の予約件数 10,000件/年 － 7,747 ⇘ 13,000件/年 59.6%

益城町市街地部の人口回復率 19% － 35 ⇗ 50% 70.0%

熊本と阿蘇の交通量の回復状況 32,700台/日 － 37,800 ⇗ 39,400台/日 95.9%

空港周辺における新産業振興策(ＵＸプロジェ
クト)の取組みに係る企業・団体等の参画数 － － 12 ⇗

40企業・団体等
/4年 30.0%

全国学力・学習状況調査で全国平均を上回っ
た項目数 5項目中1項目 － 【中止】 － 全て －

中3：27.1% － 26.3 中3：40.0% 65.8%

高3：32.9% － 34.4 高3：45.0% 76.4%

新規学卒就職者(県内高校)の県内就職率 61.3% － 62.9 ⇗ 65.0% 96.8%

ブライト企業に就職した新卒学生数 3,239人/4年 809.75人/年 1,807 ⇗ 3,600人/4年 50.2%

農林水産業の新規就業者数
527人/年

(H30) － 【集計中】 － 690人/年 －

看護職員数 34,248人
(H30) － 35,070 ⇗ 36,900人 95.0%

介護職員数 30,859人
(H30) － 【集計中】 － 33,878人 －

介護ロボット・ICT機器を導入している入所
施設の割合 21.9% － 30.4 ⇗ 50.0% 60.8%

新規学卒就職者(県内中学・高校)の県内建設
業就業者数 178人/年 － 181 ⇗ 180人/年 達成

「結婚支援」、「一般不妊治療助成」、「早産予
防対策事業」の全てに取り組む市町村数 31市町村 － 34 ⇗ 45市町村 75.56%

保育所等利用待機児童数 178人 － 70 ⇗ 0人 ▲108人

登録里親数 214世帯 － 232 ⇗ 348世帯 66.7%

くまもとスマートライフアプリ登録者の
平均歩数 5,300歩 － 5,600 ⇗ 6,300歩 88.9%

農福連携コーディネート事業での契約件数 11件 － 46 ⇗ 50件 92.0%

交通事故死傷者数 5,161人/年 － 4,033 ⇗ 前年比減 達成

県による新たな地域資源の掘り起こしや市町
村等と協働して行う地域づくりの取組件数 96件/4年 24件/年 31 ⇗ 120件/4年 25.8%

プラスチックごみ分別回収(容器包装リサイ
クル法対象)に取り組む市町村数 39市町村 － 39 45市町村 86.7%

県内企業・団体等の「再エネ100宣言 RE
Action」参加数 － － 1 ⇗ 10団体 10.0%

SDGs登録制度における登録事業者数 － － － － 300件 －

魅力ある地域づ
くり

将
来
に
向
け
た
地
方
創
生
の
取
組
み

生徒の英語力
　 中３：英検３級相当取得率
　 高３：英検準２級相当取得率
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持続可能な経済
活動の実現

創造的復興の
推進

次世代を担う
人材の育成

若者の地元定着
と人材育成

安全・安心な
社会の実現

…R2年度の実績値で達成状況を評価する指標   
…戦略策定時からR5年度までの実績値の合計で達成状況を評価する指標

施策横断的な取組み
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